
 
 

令和元年 10 月７日 

保健福祉局健康先進都市推進担当 

福岡地域戦略推進協議会 

福岡市政記者各位 

「福岡ヘルス・ラボ」 

楽しみながら自然に健康づくりに取り組める製品等として４件を認証！ 

 

 

 

 

 

 
 

福岡市と福岡地域戦略推進協議会は、人生 100 年時代を見据えた持続可能なまちを目指すプロジェクト

『福岡 100』の１つとして、産学官民の共働により「楽しみながら」「自然に」健康になれる新たなサービス・製品の

普及を促進する事業「福岡ヘルス・ラボ」を実施しています。 

この度、「福岡ヘルス・ラボ」効果認証型実証事業として採択し、実証事業を行った下記４件について、実証

の結果を踏まえ、楽しみながら自然に健康づくりに取り組める製品・サービス等として認証しましたのでお知らせし

ます。 

記 

 

1.   認証を受ける事業者及び製品・サービス等の名称（掲載は五十音順） 

（1）イオン九州株式会社・学校法人福岡大学「イオン健康ポイント in 香椎浜」 

➢ イオンモール内をタッチラリーしながら健康ポイントを貯めることができるウォーキングラリー 

 

（2）株式会社九州第一興商「生活総合機能改善機器・DK エルダーシステムを使った 65 歳からの健康づくり

教室」 

➢ 65 歳以上の方を対象とした通信カラオケ機器「DAM」を活用した介護予防・健康増進コンテンツ配

信システム「DK エルダーシステム」のプログラムを使用する健康づくり教室 

 

（3）正興 IT ソリューション株式会社・株式会社アステム「リハビリウム起立の森」 

➢ 立ち座りにアニメーションが連動することで、楽しく起立運動の継続を促すことができるリハビリゲーム 

 

（4）社会医療法人原土井病院・学校法人原学園「アクティブシニアライフ プログラム」 

➢ 事業所職員と市民に対し、事業所内健康増進施設を無料開放し、運動継続の動機づけに繋げる取

り組み。特に事業所職員に対しては、体脂肪の減少量が大きかった者に表彰・商品を贈呈する取り組

みを実施。 

 ※実証事業の内容および実証結果に関する詳細は、別紙をご参照ください。 

 

 

『福岡 100』Press Release 



 

２．福岡ヘルス・ラボ 効果認証型実証事業について 

 

○ 企業の製品・サービス等が、健康づくりや介護予防にどのような効果をもたらすのか、市民の協力を得ながら

実証する取り組み。実証の結果、市民の健康づくりや介護予防等に効果があると評価できる場合は「福岡

ヘルス・ラボ」が楽しみながら自然に健康づくりに取り組める製品・サービス等として認証し、製品等の PR に協

力します。 

○ 認証は、外部有識者等で構成される福岡ヘルス・ラボ事業評価委員会が、サービスの意義・有効性や健

康行動の習慣化の視点から当該実証結果について評価した内容を踏まえて交付します。 

※当該認証は、一定の条件下で行われた実証事業の結果を受け、サービスの意義等を審査した上で与えるもの 

であり、あらゆる条件での健康への効果、および安全性・品質等を保証するものでありません。 

○ 認証を受けた製品・サービス等に対し、今後、以下のような支援を行っていきます。 

 福岡ヘルス・ラボ認証マークの利用承認 

 福岡ヘルス・ラボ WEB サイト等での広報 

 製品・サービス等の PR のための場の提供（市の関連イベント等） 

    

 

（参考）今後の予定 

＜リハビリウム起立の森＞ 

・「早良区健康まつり」にて、認証製品の体験ブースを設置予定（10 月 10 日（木）） 

  ＜「生活総合機能改善機器・DK エルダーシステムを使った 65 歳からの健康づくり教室」＞ 

    ・ふくおかカイゴつながるプロジェクト 2019 にて体験ブース設置予定（10 月 12 日（土）） 

＜「イオン健康ポイント in 香椎浜」＞ 
・第３回イオンモールウォーキング開催予定（11 月 23 日（土）～翌年 3 月 21 日（土）） 

＜認証プロダクト全般＞ 

・市で実施するイベント等への出展を検討 

 

 

 

 
お問い合わせ先 

■「福岡ヘルス・ラボ」に関すること 

福岡地域戦略推進協議会（Fukuoka D.C.） URL：www.fukuoka-dc.jpn.com 

担当：櫛間・片田江 TEL：092-733-5682   MAIL：info@fukuoka-dc.jpn.com 

■「福岡 100」プロジェクトに関すること 

保健福祉局健康先進都市推進担当 

担当：木本・中園 TEL：092-711-4543（内線 2056） FAX：092-733-5587 

＜福岡ヘルス・ラボ認証マーク＞ 



実施前後の健康測定会に参加した人について、特に平均歩行速度に
変化が見られており、本事業は参加者の平均寿命の進展に寄与する
インセンティブとなったと考えられる。

※健康測定会の参加者は、60代以上で日中に比較的時間の余裕のある方が多く，
そのうち約4割が，ウォーキングラリーにもほぼ毎日参加した。

※歩行速度における先行研究によると（JAMA.305(1)：50-8，2011）、男女共に歩行速度が速い人ほど
生存率が高いことが示され，歩行速度と平均寿命は関連する結果が出ている。

※平均歩行速度は「ＮＥＣ　歩行姿勢測定システム」計測データ実績によるもの。

イオンモール内をタッチラリーしながら健康ポイントを貯めることが出来る

約４カ月間のウォーキングラリーイベントを実施。

初日と最終日に、「健康度測定会」として希望者を対象に福岡大学医学

部看護学科の協力による体組成・血圧など13種類の測定を行い、健康

ポイントの獲得が運動継続の動機づけとなるかや、健康にどのような効

果を与えるかなどを検証する。

〇2018年度以降も、地域住民の健康寿命の増進と在宅生活継続を目指し、生活習慣、 栄養、サルコペニア、口腔衛生習慣、ソーシャルキャピタルといった観点から研究を継続している。 
 ＜研究実績＞学術論文：緒方久美子、西尾美登里、坂梨左織、古賀佳代子：地域高齢者の生活習慣、 栄養とサルコペニアに関する実態調査、バイオメディカル・ファジィ・システム学会誌、21（1）、1-6、2019
 学会発表：Sayori Sakanashi、Midori Nishio 、Kumiko Ogata 、kayoko Koga： Association between Social Capital of the Elderly and Oral Hygiene Condition, Habit, and Self-Efficacy、WONCA Asia Pacific Regional
 Conference , May 2019  



実施前後の体力測定・アンケートにおいて，運動機能や嚥下機能などに
改善が見られており，本事業は参加者の健康の維持・増進に繋がったと考えられる。

「生活総合機能改善機器・DKエルダーシステムを使った
65歳からの健康づくり教室」

月２回全１２回の、生活総合機能改善機器・DKエルダーシステム
のスポーツボイスコンテンツを活用した「健口いきいき教室」を開催
し、歌いながら体操や脳トレを実施。健康への効果について、身体
的変化、行動変容、意識変容の３つの側面から把握するため、受
講前と受講後に参加者個々人に対して、体力測定及びアンケート
を実施。



設置し、

操作説明者がいなくても
簡単に利用できる！ 楽しく起立運動ができる！

ゲームの操作説明者がいない場合での継続率が7割，また，利用した感想について，参加
者の9割以上が「楽しい」など肯定的な回答となっており，本事業は，参加者が日常の中で
楽しみながら簡単に出来る介護予防の取り組みとして活用できたと考えられる。

↓
↓



脂肪量の減少は、市民の測定対象者の約半数、職員では約7割に見られており、
本事業は参加者の運動の動機付けにつながったと考えられる。




